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本日はクラブ年次総会で次年度役員のご承認を

頂く事になっています。 

いよいよ新年度の準備が着々と進められる時期と

なりました。本年度は仲田幹事の強力なバックア

ップと役員や会員皆様のご協力により何とか私で

もここまでやってくることが出来ました。一応の

一区切りかとも思いますが会員増強や産業大学で

の冠講座という大仕事がまだ残っていますので変

わらぬご協力をお願いいたします。 

決してアピールしたい訳では有りませんが話の

成り行きでロータリークラブの会長を務めさせて

頂いているということを話すことがあります。そ

の時の相手の反応ですが実際に言葉には出しませ

んが強いて言うなら「へー」という感じです。勝

手な思いこみかも知れませんがお前なんかにロー

タリークラブの会長が務まるのかといわれている

ような気が致します。言い換えれば世間の人達が

抱いているロータリークラブの会長のイメージは

自分の抱いているものより結構重いのかなとも感

じます。クラブや他のロータリアンの恥にならな

いよう身が引き締まる思いが致します。 

３月のＰＥＴＳの開催前にクラブ役員キットと

称し会長、幹事そして会員増強、クラブ管理運営、

広報、ロータリー財団の各委員長の為のそれぞれ

の要覧が手渡されます。 

正直のところ私はクラブ会長要覧だけをパラパラ

と目を通しただけでその内容を理解したわけでは

ありません。 

本日の会長報告あたり会長たる者の心構えを知る

べく改めてページをめくってみました。 

会長の役割はクラブが効果的に機能するように指

導することで、効果的なクラブとは次のことが出

来るクラブを指すと有ります。 

１．会員基盤を維持、増強する。 

２．地元社会及び海外の地域社会のニーズに取り

組む成果溢れるプロジェクトを実施する。 

３．プログラムの参加と資金寄付の両面を通じロ

ータリー財団を支援する。 

４．クラブレベルを超えてロータリーで奉仕でき

る指導者を養成する。 

となっています。 

またクラブ会長の責務については各委員会が定

めたことを確認する。指導力と奉仕プロジェクト

の継続性を確保する等８項目に亘る記述がありま

す。クラブリーダシッププランについても効果的

なクラブの要素に取り組む長期計画を立案する

等々細かな指導要綱があります。 

堅い話になってしまいました。本日の会長報告

はこれで終わりと致しますが決して次年度会長に

プレッシャーを掛けているわけでは有りませんの

でご了承下さい。 

■ 理 事 会 報 告             仲田 廣志君 
• １２月、１月のプログラムが、承認されました。 

• クラブ協議会の次第等についての協議が行われ

ました。 

• 新年賀詞交歓合同例会についての協議が行われ

ました。 

• 明誠高校駅伝、バスケット全国大会出場賛助金は、
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昨年と同額とする事が承認されました。 

• 次回理事会は、１月９日午後５時から開催する事

と決定されました。 

■ 幹 事 報 告                仲田 廣志君 
• 国際ロータリー第２６２０地区ローターアクト

第３５回 地区年次大会登録のご案内が届いて

おります。 
２１年１月１７日（土）  
会場 島田 宮美殿 

• ロータリー研修会のご案内が地区新会員研修小

委員会より届いております。 
２１年１月２４日（土）  
会場 静岡県産業経済会館 

■ 出 席 報 告            青島 彰君 
本日のホームクラブ 

出席者 前回の補正出席者 

24／35 68.57％ 26／36 72.22％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○酒向君 ○鈴木勝君 ○春原君 ○水野君 

○森下君 飯塚君 板倉君 落合君 鈴木舜君 

仲田晃君 望月志君 

■ スマイルＢＯＸ         青島 彰君 
• 満６５才になります。６５才で役職は全部やめる

つもりでしたが、５年延期します。元気であれば

ですが！！                   松葉 隆夫君 

• 会員誕生祝ありがとうございます。小西 啓一君 

• 誕生日のお祝いありがとうございます。年を取る

事にも徐々に抵抗がなくなってきました。 

増田 國衛君 

• 家内の誕生お祝いありがとうございます。彼女は

今年も北岳を登頂してきました。その間（５日程）

女房殿のありがたみを思い知らされております。 

後藤 功君 

• 母の逝去による葬儀に際しまして、藤枝ＲＣの皆

様には大変お世話になりました。多勢の皆様に母

の最期を送っていただきまして、息子としてこの

上ない喜びでございます。ありがとうございまし

た。                            大塚 博巳君 

• １１月２７日、藤枝南クラブと親睦ゴルフコンペ

を行い楽しい１日を過ごしました。   栗原 毅君 

スマイル累計額 ３６４，０００円 

■ 委 員 会 報 告                  

『ロータリーの友１２月号』の紹介 

クラブ広報担当 柳原寿男君 

 表紙の写真左開きは「凍蝶」（いてちょう）、右

開きは揺れている波とそこに映るサンゴで、あた

かも抽象画を見ているようである。 

ヨコ１ＰのＲＩ会長メッセージは、教育や医療ど

ころか食料や水さえも満足に与えられない子ども

達に、ロータリアンは手を差し伸べようと訴えら

れています。 

１２月は家族月間です。ヨコ５Ｐから「ロータリ

ー家族」についての解説があり、８Ｐからは恒例

となった国際大会についての記事がのっています。 

今月は過去の大会のエピソードです。初めての国

際大会は１９１０年８月、シカゴで６０人の会員

が参加して開催され、アジア初の国際大会は１９

６１年東京で７４カ国から２３，０００人が参加

して開かれたそうです。 

１４Ｐからはポリオワクチンの投与の現場が取

材されています。 

右開きタテのトップは「グローバル化時代の人

の移動と人道支援」と題して、国連難民高等弁務

官事務所元駐日代表、滝澤三郎氏の第２７８０地

区での地区大会記念講演要旨です。海に囲まれた

日本ではなかなか理解できない「難民」の現状が

詳細に語られています。国境を越え近隣の国へ逃

れた人を「難民」と定義、紛争や迫害のために国

内の他の土地に逃げた人を「国内避難民」と呼ぶ

そうです。世界中に各々１１００万人、２６００

万人います。不幸にして死亡したり殺された人の

数は不明です。 

「移民」と「難民」との関係も「難民鎖国」と

いわれる政策をとってきた日本は、考えなくては

ならない幾つもの問題をかかえているようです。 
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くらぶ探訪は今治ロータリークラブです。「伝統

と格式」のあるクラブですが、クラブ特有の制度

は幹事を入会３～４年の若手がやること。「泳ぎを

教えるにはまず水に放り込む」ことで、１年間「お

ーい、幹事」とコキ使われるとクラブのことがと

りあえずわかるという発想は、大いに参考になり

ました。 

その他、卓話の泉の中の「バーチャルラオータ

ー」「メディアリテラシー」、言いたい聞きたいの

中の「マイはしのすすめ」、友愛の広場の幾つもの

発言に感銘しました。冬の夜長にぜひ「ロータリ

ーの友」を堪能下さい。 

■ ク ラ ブ 年 次 総 会               
 

 

次年度会長 

     松葉 隆夫君 

 

 

藤枝ロータリークラブでの３８代会長としてご

承認頂きました松葉隆夫でございます。歴史ある

クラブ会長をさせて頂く事など夢にも思っており

ませんでしたが去年の今頃、指名委員会よりご指

名頂きいよいよ現実味を帯び緊張と不安がいっぱ

いです。前会長の青島克郎君は地区委員までやら

れ会長として責任、行動も素晴しく、大変なプレ

ッシャーになっております。とても青島会長や歴

代パスト会長の皆様と同じように務められるとは

思っておりませんが、皆様のご協力を頂きながら

任の責を果していきたいと思います。 

まだ次年度理事役員及び理事の方も決まってお

りません。１２月中には決定したいと思っており

ます。皆様にはお願いしました時には快くお受け

願います様お願い申し上げます。 

微力ながら全力を尽くし務めさせていただく覚

悟でございます。どうぞ絶大なるご協力を賜りま

す様、全ての会員の皆様に伏してお願い申し上げ

ご承認御礼の挨拶とさせていただきます。 

 

 

次年度副会長 

石垣 善康君 

 

 

 
次年度 副会長にご承認いただきました石垣で

す。２年間、何卒宜しくお願いいたします。 
私は、平成３年９月に入会いたしました。その

年は創立２０周年でした。その後、創立３０周年

の年度に竹田会長のもと、幹事として、創立３０

周年事業、そしてインターシティミーティングを

経験いたしました。順調に経過すれば、３９周年

に大役ということでホットいたしています。 
今思うことは、藤枝ロータリークラブに入会し

てよかったという事です。 
：いろいろな人とめぐり合い、お付き合いをいた

だいている。 
：思っても見ない体験をしたー大学の講義など。 
これからの２年間、会員のみなさまが、藤枝ロ

ータリークラブに所属して良かったーと思えるよ

うなクラブになるよう頑張りますので何卒宜しく

お願いいたします。 
 

 

次年度幹事 

増田 國衛君 

 
 
 
次年度幹事という大役を仰せつかり、無事務め上

げられるかどうか今から心配しておりますが、会

長をはじめ会員の皆様方の絶大なる御協力を頂き、

精一杯頑張りたいと思います。とは言うものの、

従前の幹事の様に例会への皆出席はできないと思

いますので、副幹事には大変ご苦労をお掛けする

事となり申し訳なく思いますと共に、会員の皆様

にもこの点を御容認頂きたくお願い申し上げます。 
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さてこの度、幹事をやらせて頂くに当り、ロータ

リー経験に乏しい上、浅学菲才の自分は、入会時

に頂いた「ロータリー情報集」で幹事の項目を調

べたところ、Ｓｅｃｒｅｔａｒｙとあり、事務取

扱者で各種の記録の保管、会合の通知、議事録作

成、ＲⅠへの報告、分担金及びロータリー誌購読

料の送金、月次出席報告、その他とありました。

こういう仕事は事務局の柴さんのお力に頼る事が

非常に多いなと感じました。柴さんには御協力は

もちろん御指導もよろしくお願い致します。 
それ以外の仕事としては、松葉新会長の方針を良

く理解し、クラブ挙げて実行できる環境づくりが

最も大切な仕事だと思っております。 
特に会員増強につながる楽しく有意義なクラブ

運営を目指して参りたいと思います。具体的には

皆様とのコミュニケーションを大事にして、ご意

見ご希望等なるべく取り入れ、皆で楽しめるロー

タリークラブ作りに努力したいと考えております。

何卒皆様の御協力を宜しくお願い申し上げます。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（担当／青島彰） 


